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豊川にふ、ける受信空電方位について(第2報)

1. 1まえがき

空研報告第3巻， 1-2号では，1952年7月から 12

月までの6ヵ月聞の記録について検討を加えたが，今

回は 1953年 12月迄の一年の観測を加え，その綜合結

果を報告し，前報告を補足したいと思う.

報告 (1)で考えたように昼夜による受信空電方位の

分布の差は 12kc/sとL寸長波楕では，伝矯状態の相

違による以外に，空電源の分布状態の差によるものも

含まれると考える万が妥当のようである・従って定期

性空電源による影響は或る程度昼夜の別なくあらわれ

ると見るべきで，只夜間の方が昼間に比して伝矯状態

は良好になるから定期性空電源の影響が一層強くあら

われるといろにすぎないということが明確になった.

この結果，定期性~電の受信方位の季節j的変化に対

しては一段と明確さが増した.文受信している定期性

空電源の位置に対しても或る程度の見透しがえられ

た.

11.観 測 結 果

1952年 7月から 1953年の 12月迄の記録を月別に

平・均し，受信方位を極座擦を用いてあらわしたものを

第 1図から第17図に示した.この図では方位を 36等

分し， 各方位に関して土50内に受信された空電の記

録を集計し，その頻度を百分率であらわした値を描い

てある.きた線は各月の全平均の分布模犠をあらわず.

第 1図から第 17図を見て先ず第一に気付くこと

は，ヌドチHで一年を通じて受信される空電の主方向は，

第 3象限即ち南 (1800
)から西 12700)の範聞に限定さ

れており，しかも，その主方向が1月には南々西で

あったのが月が進むにつれて次第に南西から南へ移行

し，大体7月頃を援にして今迄とは逆に南西から南へ

移行し， 1月を境にして再び南西方向へ移行するとい

ろ循環を行っているらしいことである.この傾向を季

節別の受信主方向について図示したのが第四図で，

上記の事実が判然と税われる・更に，第3象限内の月

別の受信主方向の聞には，同傾向の指向性を示すもの

があることに気付〈であろう.即ち， 3月と 4月， 6月
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と7月， 9月と 10月， 12月と 1月がニオLでーらる.省主っ

て受信空電の方位分布の弱から考えると，上記の 4組

をもって，春型，夏型，秋型，冬型と考えるのが妥当

のように思われる.

しかし・て 2，5， 8， 11の各月は，季節的に考えても春

夏秋冬の変遷期であるが，空電の受信方位の面からも

中間的なものと見倣される.ここに中間的という意味

は， 1952年の 11月と1953年 11月との例に見られる

ように前者は冬型の指向性の様相を呈し，後者は寧ろ

玖型の指向性の様相を呈しているように，年.によって，

その月をはさむ前の月と後の月との黙れの指向性に近

い様相を呈するか不明であるということである.

次に第 1象限 (0_900
)第 2象限 (2700-3600 )第4

象限 (900_1800
)に見受けられるピ【グは受信銀度η

%もずっと低<，その出現方位も各月でまちまちであ

り，叉同じ月でも年により臭っており，第3象限の最

j綬方位に見られたような判然とした季節性はあまり見

あたらない.従って各月毎に考慮されるぺきであろ

う.
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受信主方向の季節的変遺

111.結果の解釈

1.定期性室電

報告 (1)では，定期性空電源の季節的な移動車真様を

知るために，主として夜間の受信方位の分布模様を利

用することを述べた・しかして受信周波数が 12kcjs 

とし、う長波であ り，昼間の伝矯に対しても減衰は少な

いことが知られている.従って定期性空電の受信方位

の変遷を推定するには，各月の全半均の分布模様によ

る方が一層堅実な知織をあすこえうると考えて観測結果

を整理した.

第 II節で述4たように各月の方位分布の内で季節

に特有な傾向を呈するのは，第 3象限の方向より受信

される空電で・ある.従って定期性空電の季節的な受信

方位の変遷に対しては，月別の分布を更に四季の組に
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分けて集計し，第3象限における受信方位の模様に注

目して誠資すればよいことになる.

t現吾々は受信空電方位の分布の菌から 2カ月を単位

として四季を分類し，瓦中間季の存在することを述べ

た.この分類法に従って笠宮の最頻到達方位をしらべ

ると，春 (3，4月)は230。土300，]芝 (6，7月)は265。

土450，秋 (9，10月}は230。土200，冬 (12，1月)は

215。土35。であった.今，金原氏による極東雷雨分布

図，Cl)D. K. Bailey氏による雑音地図，(2)Bureau氏に

よる世界雷雨図的を参考にして，四季の極東における

雷活動の盛んな地区含措き，上言己の空電分布の方向を

措き込んだ図を 19......22図に示した.これによると方位

分布の季節的の移動は，定期性空電源と考えられてい

るといえよう.従って本邦では受信される定期性空電

は，一年を通じて大部分が南から西へかけての方向か

ら到来する もので支配され，且，各季節の内で比較的

安定した笠宮源の配置を示すのは約2ヵ月間であると

考えて差支えがないようでらる・

中間季が存在するという考え方の妥当性について

は，次のように考えている・llilち先ず第一に 2月， 5 

月， 8月， 11月は四季の変遷期に相当しているから，

低待度地方における宮地区の季節的の変遷矧に相当す

るだろうということが考えられる.従って年によって

二つの季節のいずれの要素を多くふくむかといろ点は

異るのが当然である.このことは定期性空電源の位置

に影縛を及ぼし，ここに 1952年と 53年.の 11月の分

布談様に見られるような異った傾向の級相を示すこと

になるだろうとL、う考え方である.第二に 1953年2月

は春型，1953年 5月も春型， 1952年8月は夏型， 1952 

年 11月は冬型， 1953年 11月は秋型の方位分布模様を

呈していることは図からわかることである.今この絞

illU結果を夫4の型の季節;こ入れて集計しても，空電の

骨反到達方位に少しの影轡をも与えなかったが，かう、

る点に無頓諸に 2月は冬に， 5月は春に， 8月は互に，

11月は秩にと考えて集計した結果や空震とい号観点

で分けられた四季に従って築計した結果は定期性空電

源たる雷銀地区の四季の分布との聞に餅きを生ぜしめ

た.従って儲か一年・半位の観測結果では決定的なこと

はいえないが中間季を考える方がよさそうだという考

え方とである.この問題に対しては，今後の観測結果

によらねばならない.

2.季節lJljの受信方位分布

第1Il節 lて・述べたことに基づいて，四季別に分類

した方位分布について少し考えて見ょう(19図......22図

会照).

気象資料としては気象台の極東天気図を用い，雷

雨， Jtt，不連続線等笠沼源として考えうるものを季釣ー

的に l枚の図にまとめたものを使用して解釈の手助け

としTこ・

先ず春季の分布図を見ると，大きなピーグヵ:南西方

向に，小さなピーグカ:北京に見られる.南西方向の

ピークは，ボルネォ，仏印，マライ群島，フィリッピ

シの定期f~主空電波よ りのものと.南支那海北部(杏港，

広東，陵門).メシ ー海峡， 11中持活列島における雷による

ものと考えられる.沖締列島からパシー海峡及び支那

大陵の南支那海沿岸部は，この季節には支那大陸から

吹き出す寒気と熱街地方よりする暖気との接触商にあ

たり不安定になりやす〈事実相当数の発雷を見てい

る.北京のピークはシベリヤ，満州方面からの温帯性

低気圧やこれに伴われた前線における雷によるものら

しし 関東地方の海岸沿いや銚子のはるか東方の洋上

等で雷を観測している.

これは本邦の地理的位置とこの結果生ずる春季に特

有の気象状況のためにあらわれる不定期性空電源の主

方向を指示するものと考えられ，注目に値するもので

ある.

夏季は殆んど全方向から受信されている.220。

.....310。方向の望書しいピーグは，仏印，フィリッヒ:-:'/f

支罪者大陸の定期性空電源と中国，四~，九州及び朝鮮

の雷によるものである.南東のピーグは小笠原到島附

近の雷，北司コピークは沿海州及び中部山系の留による

ものと考えるべきだろう.

秩季乃方位分布図にみられるピーグは，南西と西北

と東南の方向にある.南西のピークはフィ リツヒ・Y，

パーシー海峡，支秀吉の南支那海沿岸及び中国，四国，

九チH地方の震によるものと考えられるが，気象報告な

く不明であるが，大陸から出る温符性低気圧の吹き出

口の方向にあたっているから上述の如き類推をした.

東南のものは，熱帯性低気圧の台風の北上による海上

での発信と考えられるが報告がなL、ため不明である .

しかし南西のピークが春季のピークと同一である.こ

れは低純度地方の雷雨地区の分布後滋からメーシー海

峡から西にのびる不安定額きままで傾向が似ていること

によるものと思われるが興味のある事実である・

冬季は大部分が 1700_2300 の範囲から受信されて

いる.これは定期性空電源が全般自宅に東方に移動した

のと内地及び支若者大陸沿海州等の発習が全然見られな

くなるためと考えられる・東方に見られるピー ::711，

満州及びシペリヤから吹き出す寒波が太平洋上の暖気

の下に入りこんで出来る前線上での発宮によるものと
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第 19図 苦手初受信方位分布

1953. 3， 4. 230。土30。

第20図

1952.7， 1953.6，7. 265。土45。
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第21図

~~22 図冬型受信方{立分布 o' 

.0 。. 

1952.9，10，1953.9. 230。土20。

書

19521， 19531，12. 215。土35。



恩われる.事実.12月.1月など季節風の強いときには

南東から東へかけて積乱雲の峰が蛍川でも鋭測され，

ラジオ等でも空電の妨容をうけることを属、経験して

いる.

IV.あとがき

一年の観測の結果，判明したことが特に本文では，

空電の方位分布から一年を見ると，四季は2ヵ月を単

位，としたもので，中間季なるものの存在が認められる

らしいことを述べた.寒い気象研究所の御好意により
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雷雲測定機を一合御譲りをいただいたので 30kc/s位

における観測を計画して・準備中である・終りに臨み，

記録の整理にらたった熊谷燦の労に対しては深甚の鋭

意を表する次第でるる.
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